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所
ふ

収
り

遺
が

跡
な

所在地

コード

Ａ区 Ｂ区 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

東
とう

前
まえ

原
はら

遺
い

跡
せき 茨城県水戸市東前町1211

ほか
201 259

北緯36°

20′ 23″

東経140°

31′ 33″

北緯36°

20′ 27″

東経140°

31′ 41″

自平成30年7月2日

至平成30年9月2日
790㎡

道路改良

造成

下水道

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

東前原遺跡

（第14地点

　第２次・             

 第15地点

　第３次）

集落跡

古代 竪穴建物跡
土師器

須恵器

　古代の那賀郡芳賀郷に当たり調査では奈良時代末から平安

時代の竪穴建物跡７軒を確認した。在地産の須恵器が出土し

ている。

　中世は溝跡2条，土坑60基を確認した。その内A区から粘土

貼土坑を8基確認した。伴う遺物は少ないが，土師質土器の

内耳土鍋が土坑や溝跡内から出土しており15世紀代の所産と

考えられる。遺跡で確認された土坑に対して出土遺物が少な

いことが，遺跡の性格を表出していると考えられる。

中近世 土坑，溝

土鍋

内耳土鍋

擂鉢
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